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1.は じ め に
現代 韓 国語 では 、"回転 す る11の意 味 を表す 動 詞'如oZ-1'の使 役 動詞 と して'伽oZ-Z∫-1が使 わ
れ て い る。'伽olノと'伽ol-Z1ノは 、そ れぞ れ 日本語 の'回る'と'回す'に該 当す る もので あ る と理
解 して も良い。1fωoz-'と同様 に 、1fωoz-11ノも多義 的 で あ り、 主 に"回転 させ る"、"方向 を転
換 させ る"、"配 る"な どの 意 味 で 用 い られ て い る。 ま た 、現 代 韓 国語 で"返 す"の 意 味 は
'fω01-〃-8-cωμ一(返すlit.回 して 与 え る)'、'如ol-Z∫一θ一ρωo朋y-(送り返すlit.回して送 る)1
とい う複 合 動詞(compoundverb)で表 され る。 この場合 に も'如ol-Z∫ノがそ の構 成 要 素 と
して使 われ て い る。 ところが 、 中世 韓 国語 の 時期 に現れ る'伽o酬ノの遡 及形 の'伽oZ一房ノは、
現 代 の用法 とは異 な り、伽olノの典 型 的な使役 動 詞 と して機 能 してい なか った。
'如oZ-1は中世韓 国語 の時期 に2つ の使 役動 詞 、す な わ ち、{-o-}系の'如oZ-o-'と{≠}系
の'如01-1露ノを派 生 し、 これ らの動 詞 は意 味 が 異 な って い た こ とが知 られ てい る。 っ ま り、
'fω01-o-1は"折り返 し点 を回 らせ る11の意 味 を、"ωoZ一房一'は"くる くる回す11の意 味 を担 って い
た と言 われ る。 理解 を助 け るた め 図で表す と、以 下 の通 りで あ る。
そ して"返す"の 意 味は1伽01ωOCωガ とい う構 成 、 また は1伽oZ-4卿ω0槻yノの よ うな'伽oZ-0ノ
と'ρωoη卿ノの複合 動詞 と して表 現 され た。 とす る と、現代 韓 国語 の'±ω01-Z∫ノは、 中世 の
◎張高磐、 「韓 国語 の動詞`twol-(回る)'の 使役動詞 に関す る歴 史的研 究」
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'妙oZ-oノの担当 していた意味用法 も含む よ うになったため、中世か ら現代に至 るまでの問に
その用法の拡張がなされた と言える。
以上の点の妥 当性 をみ とめるな らば、 ここで3つ の問いが立て られる。1つ 目は、'伽ol-
11ノの意味拡張は どのよ うな様相でな されていたのか とい う点である。ある語彙 の意味が拡
張 した とい うことは、本来その意味を担 っていた他 の語彙の立場か ら見 ると意味が縮小 し
たことを示唆す る。 したがって、'如01-1∫ノが'妙oZ+'の意味領域 をどのよ うに侵食 し始める
のかを明 らかにす ることが必要である。2つ 目は、'伽ol-Z1ノの意味拡張に一定の傾向が見 ら
れ るな らば、それを どのよ うに解釈 し得 るのか とい う点である。3つ 目は、も し傾 向があ
った とすれば、それは個別 の語彙 レベルの ものか、それ とも文法 レベルの ものであるか と
い う点である。本稿 は'如olノの使役動詞 の事例研 究を通 じて、最終的には韓 国語の使役法
の変遷に関する議論の糸 口を探ろ うとするものである。
本稿では15世 紀から19世紀に至 るまでの韓 国語 の文献資料 を対象に研究 を行った。研
究の範 囲内の資料は、 ソウル大学朴鎭浩教授の 中世 ・近代韓国語 コーパスに基づき、検索
プログラム としてはuniconcを用いた。漢文の原文 がある文献は、できる限 り韓国語の翻
訳文 と対比 した2。
本稿 の構成 は以下の通 りである。2節 では韓国語の使役 について簡単に紹介す る。3節
で'伽01-'の2つの使役動詞 、すなわち、'如ol-o-'と'如oZ一痂1の意味用法 とその歴史的な変化
を示 し、その変化には一定の傾 向があることを示す。4節 では3節 で示 した傾 向に関 して、
HopperandThompson(1980)の他動性仮説に基づいて、韓国語の使役法の変遷に関する
仮説 を立て、その一般化 を図る。5節 では結論を述べ る。
2.韓 国語 の使 役 に関 す る基 礎 的 考 察
2.1.韓国語 の使役 の2つ の類 型
韓国語の使役法に関す る既存の論考 においては、大体2つ の種類の使役構文を認 めてい
る。 その1つ は'ゼ/履/1∫/た1ノ(以下{ゼー})、または、1一ωμ/たωμ/訥ωμノ(以下{一ωμ一
})な ど使役接尾辞 によって派生 された使役動詞を用いた使役構文であ り、 もう1つ は、
'一吻 加ノとい う統語 的な構成 を用いた使役構文である。論者によっては、'たωoηgρωμ一畝 ∫吻
(勉強 させ る)'の1-5灰∫ノも派生接辞 として認 め、前者 に含 ませ ることもある。一般的にこ
れ らをそれぞれ短形使役、長形使役 と呼ぶ。前者は形態論的な使役、後者 は統語論 的な使
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役 とも言える(金 圭哲1995/2005:372)。このような2っ の類型 の使役構文の意味 とその
統語的な性質に関す る議論が、韓国語の使役に関す る議論の主たるテーマである。
(1)a.川7干 ユ ・回 暑 奇 銀 叫.
朋ykβ たμ 厩Zμloω 磁 イ θー55一加
1st.SGNOMNOMthatchildACCdie-CAU-PAST-IND
「私 が あ の 子 を殺 した 。 」
b.tl1フ}・ユ6}01暑{弄711重艮亡干.
鰯ykβkμ 厩 観 αo敵一舵y肋 一θs5吻
1st.SG.NOMNOMthatchildACCdie-ADVdo-PAST-IND
「私 が あ の 子 を 死 な せ た 。 」
(1a)は短形使役 の例、(1b)は長形使役の例である。(1)の2つ の文が同一 の基底構
造 か ら導 出 され た とみ る変 形生成文 法の見解 の ある一方 で、 この文 がお のお の直接性
(direct)と間接性(indirect)とい う差を有 し、異なる構造 か ら成 立 した とい う、語彙論
者的な立場の見解 もみ られ る。直接性 とは使役主が物理的な接触、または積極的な行為 を
通 じて被使役主に影響を与 えるこ とを意味 し、間接性 とは使役主が指示行為、または消極
的な行為を通 じて被使役主に影響 を与 えることを意味す る。 これ以外 にもこの2つ の使役
文の差 について、指示的(directive)/調整的(mar叩ulate)、同時的/時 差 的、完結的
/未 完結的な どの差が指摘 されてい る。
2.2.韓国語 の使役 動詞 の派 生
使役動詞の派生その ものについて も様 々な研究が進 め られてい る。接尾辞{一z一}と{一
ωμ一}はそれぞれ異なる形態素に起源 を持っ と見 られ、2っ の部類 は同一の統語意味機能を
有する派生接尾辞 として理解 され る。 この2つ の接尾辞の分布は共時的に説明 し難 いが、
1つ の動詞語幹は1つ の接尾辞 とのみ結合する傾 向がある。 これ は競合関係にある2つ の
接尾辞の間の阻止(blocking)の結果 として捉 えられ る。
この接尾辞 は他動詞(耀 履{食べ させ る];耀厨 食べる])、自動詞(cω敵ゼ{殺す];αo磁一
[死ぬP、 形容詞(η励 一隔[広げる1;η吻 一[広い1)を語基(base)として取 り、使役動詞 を
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派 生す る。 しか しなが ら、{ゼ ー}と称 した'-1ノ、'一ん∫ノ、'一〃ノ、'一たfノは、 起源 的 には1っ の形
態 素 の異形 態 で あ った もの と推 定 され るが 、 これ らの音 韻 論 的 な交 替条 件 を共 時 的 に記 述
す るの は難 しい。{一ω副 と称 した1一ωπノ、儀 ωμノ、'一訪ωπノの場 合 も同様 で あ る。 した が
って 、金 星奎(1987)では この接尾 辞 は共 時的 な生 産力 を持 たな い もの と して捉 え るべ き
で あ る と述べ て い る。 す なわ ち、使 役 動 詞 の派 生 は通 時的 な現 象 で あ る とい うこ とで あ る。
中世 韓 国語 の場合 を見 る と、{ゼ ー}の遡及 す る形態 素 は'ゼノ、'一撚3'、'チ'、'痂ノ、'一た∫ノな
どで 現れ 、 これ らの交 替条 件 は現 代韓 国語 と比 べ る と例 外 が少 ない ものの 、不 規則 な場合
も多 い。{一ωμ一}の遡 及す る形 態 素 も同様 、'一ω0-'、'一ωμ 1、'一伽0-'、'一伽 〆 、'一々ω0-'、1一んω
ガ 、'一たω0ノな どの異形 態 を持 ち、 これ らを合 わせ て{一ω0-}とす る と、{一ω0-}もま たそ
の音韻 論 的な交 替条 件 を説 明す るこ とが難 しくな る(具 本 寛1998)。
ま た 、 中世 韓 国語 にお け る{≠}と{一 ωo-}の関係 は 現代 韓 国語 と同 じ く、一 種 の競 合
関係 に あ る と考 え られ る。1つ の動 詞 が{ゼ ー}と{一ωo-}それ ぞれ と結合 して使 役動 詞 を派
生 す る場合 は あま り見 られ ない た めで ある4。
一方
、本稿 で注 目す る'伽01-0ノの{-0-}も、使 役 動詞 を派 生す る接 尾 辞 と して知 られ て
い る。'-oノ、勉 ノの異形 態 を有 す る この接 辞 につ い て は、非 常 に生産性 が低 い こ とか ら、派
生接 辞 として扱 われ てい ない 場合 もあ る。'如01ノを始 め、'5θ1-(生きる)'、'∫1-(成る)'、
'磁一(起こ る)'、'た∫1-(長い)'と しか結合 しな い5。これ らの動 詞 は全 て'1'末音 の一 音節 語
幹 で 、声調 的 に も流 動 的な 上声6であ る とい う共通 点 が あ る。 ま た、 これ らの動 詞 は{-o-}
だ けで は な く、{一∫一}また は{一ωo-}によって 派 生 され た使 役 動詞 が存在 す る とい う共通
点 もあ る。 この よ うな点 につ いて先行 研 究 で は、{-o-}によ る派 生動 詞 と{一z一}また は{一
ωμ一}に よる派生 動 詞 の意 味 が 互 い に異 な るた め、 阻止 が 起 こ らない も の と解 釈 した(具
本 寛1998:276)。例 えば、 序論 で述 べ た よ うに 、'伽oZ-o'は"折り返 し点 を回 らせ る"の意
味 を、'±ωol-1露一'は"交代す る11の意 味 を担 って いた とい うこ とで あ る(許 雄1975:172)。
他 に も'sβ1-o-(生か す)'と'sβ1-1か(住ませ る)1、'た11+(育て る)'と1観一万ω循(長 くす
る)1な どの意 味の差 を持 ち、阻止 が起 こって いな い と述 べ た。
以上 の よ うに使 役 動詞 の派生 につ いて の 共時 的説 明 に は様 々 な難 点が あ るが 、 これ を全
面 的 に通 時 的 な現 象 の残 存 としての み処 理 す る こ とは無 理 が あ る(宋 詰 儀1992:183-7)。
それ は、新 しい使 役 動詞 が派 生 され る例 が 見 られ るた めで あ る。 例 え ば、前 に例 を挙 げた
"広げ る"の意 味の1ηθ1蝕1ノは
、語基 にな る動 詞 の語 幹 が'η81-〉η酌 ノの再構 造化 を経 た後 、
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新 た に登 場 した もの であ る。 ま た、'1'末音 の'81-(凍る)'の使 役 動詞 は、'8Z一伽 μ一(凍 らせ
る)'か ら'81-〃ノへ と変 わ って い るが 、他 の'1'末音 の動 詞 か ら類 推 され た もの と理 解 され る。
した が って 、本稿 は使役 動詞 の派 生 が通 時 的な側 面 は あ る ものの 、接 辞 に よって使 役性 を
加 える文法 意識 が共 時 的に も存在 す る とい う観 点 を とる。
と ころで 、 これ らの接 尾 辞 に よる動 詞 にっ い て'使役 動 詞'とい う用 語 が 用 い られ て い る
が、厳 密 には'使役 と言 い難 い ところが多 い。例 えば、'吻朋gμ1帥 ∫一ωμ一如(香 を焚 く)1、
'cα50η8y舵yyμ5朋μZ朋御一た彦 α(子孫 に遺 産 を残 す)'の'助細 砕(焚 く)1と'朋砕 齢(残
す)1な どがそ の例 で あ る。 これ につ い ては 、早 くも許 雄(1975:168-70)にお い て、'使役
動詞1と呼 ばれ るもの の一部 を、拘束 また は許容 の意 味 な く他動 詞 と して使 われ る もの と し、
そ れ らを"他動性 が 添加 され た語 と定 義す るの が最 も相応 しい"と す る卓 見 が述 べ られ てい
る。本 稿 におい て もこれ らの接 尾 辞 を以 上 の観 点 か ら捉 えて い く。先 行研 究 との 関連性 を
考 慮 し、 この接 尾 辞 に よっ て派 生 した 動詞 を'使役 動 詞1とい う用語 で称 して議 論 を進 め る
こ と とす る。
3.'伽01ノ の使 役 動 詞 に お け る意 味 用 法 の 発 達 様 相
3.1.中世 韓 国 語 の 時 期
上述 の よ うに 、1伽01ノは 中世韓 国語 の 時期 に'fωol-oノと'如oZ一痂1とい う2つの使役 動 詞 を派
生 した。 そ の意 味 と用 法 を具体 的 に見 る と以 下 の通 りで あ る。 ま ず 、(2)か ら(4)は15
世 紀 に見 られ る'如oZ-oノの用 法 の例 で あ る。
(2)秦 嶺 司1入1暑言叶[⊇ ≡ 暑 叫 皇 ユ(秦 嶺 愁 回 馬)<1481分類 杜工 部 詩 諺解 一初 刊 本8:60a>
C∫ア1Zyθ719θy51Zzzz71二110-y6πz71二〇ZoZf1【 イ【フoZ-」♂-6π τ{フo一スごτ{フo
cinlyengLOCfeel.sad-ADVhorseACCturn-CAU-ADVcome-CONN
「秦 嶺 で愁 え て 馬 を返 して 来 て 」
(3)早 唄 像8肚 司 ユ司〈>81目と二叶叫司 暑皇 暑○}供養 さ令目ト<1447繹譜詳節24:10b>
(今當 圖書 佛之 形像 分血 諸 國成得 供 養 く繹迦 譜:82c12(00)〉)





「仏 様 の 像 を沢 山描 き 申 し上 げ 、 他 の 国 に 等 し く回 して 供 養 し 申 し上 げ 」
(4)須 彌 ≡ 暑 叫 庚 羽 土 山 黒 山0101査⊆1<1459.月印繹譜18:47a>
(還須 彌 之外 有 土 山黒 山 く法華経 要解:349bO7(00)〉)
5研1∫ZoZ伽oZ一 加 郷 た μy如05朋 枷 た5朋 ∫15∫ 一ωo'oy
MtS㎜emACC血m-CAU-ADVoutsideLOCMtTwosanMtH泳sanNOMe麺sトCONN
「須彌 をめ ぐって外 に 土 山、黒 山が あ るが」
(2)に見 られ る よ うに、"ω01-oノは 主 に漢 文 の'回'の訳語 と して、'頭、馬 、車'などを 目的
語 と して取 り、"向か って い る方 向 を変 える、転 換す る"の意 味 で用 い られ た。 語基 の'fωol-
1その もの も"転換"の 意 味 を持 って い るた め
、そ の使 役 動詞 で あ る'伽ol-oノの この用 法 も 自
然 に説 明 で き る。(3)は'fω01-oノが漢 文 の'布1に該 当す る例 で 、仏 の像 を他 の様 々 な 国 に
"もれ な く回す"、す なわ ち、"配 布"の 意 味 で用 い た例 で あ る。'伽olノには"配布"の 意 味 は
ない が、"回 転"の意 味 か ら一 定 の範 囲 内 に対 象 が移 動 す る こ とを表す 拡 張 され た意 味 が あ
め く
る。"5ωμlc朋∫如01吻(杯 が回 る)"の よ うな例 がそ の もので あ る。 この意 味に使役 の意 味
が加 るこ とに よ り、そ の移 動 の結 果 、対 象 が一 定 の範 囲 内 に伝 達 され る こ とを意 味す る こ
とが で きる よ うにな る。 例 え ば、現代 韓 国語 の'即ηθyc吻oZμ1±ωoZ-1∫吻(lit.クラス に資料
を回す)'、'±敏 μ1如01-11一加(lit.お餅 を回す)1な どで用 い られ た'伽01-11-'の意 味 がそれ で
あ る。(4)は"巻 く、廻 る"の意 味 で用 い られ た 例 で あ るが、'如01-oノが この よ うな意 味 で
用 い られ たの は文献 上2例 に過 ぎ ない。"巻 く"の意 味 も、 ある物体 を中心 と して回転 した
結 果 、そ の 中心 で あ る物 体 を巻 い た とい う点 で"回転 す る"との意 味 的な 関連性 が見 られ る。
こ の よ うな用 法 は、 主 に'如oZ-oノの母 音調 和 に よ る対 の'伽μZμノが担 当 し、 現代 韓 国語 に至
って い る。
一方 、1伽01一窃一'は15世紀 の文 献 に はみ られ ない。'伽ol一痂一1が文 証 され る最 初 の例 は16
世 紀初 の もの で あ る。 その例 を挙 げ る と以下 の通 りで あ る。
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(5)舎01皇 し干[≡(穀寄 ネ}ヌ1φ}し1言・杢1ス1フ1(召ζ卜〔≡1導 ン矧1耳旦・司 暑01ロ1導 亡ト交 戻旦イ≦1暑Q詔
翌 舌 遇 到 司旦 司 叫 月 蚕明(客 至(判暑 未 嘗 不 置 酒立 ⊆1或 三 行 或 五 行01皇
不 過 七 行 蚕明)<1518翻鐸 小 學10:32a>
50η ∫0一 ηθ40ηfZO砿oβ 励 ∫β痂0-5初C8んf8ρS一 ωπ±oy
guestNOMcome-CONDearlypartynot.do-HON-GERtimeNOMno-CONN
加k58yρ8η 一畝fo1-(のf8一御yθ 加 ㍑ θ50Sρθη一S∫kfoZ-(ゆf-8
0rthreetimes-PLturn-CAU-CONNorfivetimes-PLturn-CAU-ADV
η∫Zたω叩 ρθη 吻 η8御μ一ガ αη1んo一鯛yθ
seventimesLOCexcess-ADVnot.do-CONN
「客 が 来 た ら、 か つ て 宴 を な され な か っ た こ と が 無 か っ た が 、 あ る い は 三 回 ず つ め
ぐ ら し、 あ る い は 五 回 ず っ め ぐ ら して 、 七 回 を超 え ず 」(cf.「 客 至 ら ば 未 だ 嘗 て
酒 を 置 か ず ん ば あ らず 。 或 は 三 行 、 或 は 五 行 、 七 行 を過 ぎ ず 」)
(6)♀ 司 之隣 対 ユ 叶 ストユ 暑 司 月 司 旦 三 司 月 呈 司 フ1淵(哨 椚 各 自睡些 個
輪 着 起 來 勤 隈 馬)<1517翻1言睾老 乞 大 上:25a>




「我 ら各 々 少 し寝 て 、 交 代 に 起 き て 勤 勉 に 馬 を 飼 お う。 」
(5)は'伽ol一茄ノが行 酒 、す な わ ち、杯 を巡 らす とい う"伝達"の 意 味 として用 い られ た例 で
あ り、(6)は"輪"、 す な わ ち"交代 で"の 意 味 で用 い られ た例 で あ る。"伝 達"の 意 味 は 、
先 に"分配"に つ い て の説 明 の ところ で述 べ た よ うに 、'歩ωoZノの"回転"の 意 味 か ら対象 が一
定 の範 囲内 に移 動す る こ とへ と拡 張 され た意 味 と して 考 え られ る。"交 代 す る"の場 合 は、
この よ うな"伝達"が 更 に抽 象化 され た もの と して捉 え られ る。 杯 の よ うな具 体 的 な物体 で
は な く、 次第 、 ま たは 、順 番 とい う抽 象 的 な概念 が一 定 の範 囲 内の人 々 の 間 を回 る こ と と
して捉 え られ る。 この よ うな"交代 す る"とい う意 味 を表 す の は'伽ol-1πノの主 な用 法 で あ り、
19世紀 まで活 発 に用 い られ て いた。 しか しなが ら、現 代韓 国語 の'±ω01-〃ノには この よ うな
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用 法 は な い。 この 意 味 を表 す た め に は 、'如oZ一β知 一(lit.回して行 く)'、'ρ8π一刷 一(lit.番
変 える)1な ど、他 の表現 を用 い な けれ ばな らない。 そ の理 由 につい て は4節 で考 察す る。
この 時期 に'伽oZノの使 役 動詞 が"回転 させ る"の逐 字 的 な意 味 と して用 い た例 は見 出 され
ない が、 これ は文献 資料 の量 的制 約 に よる もので あ る可能性 もあ る。
以 上 の よ うな 中世 韓 国語 の 時期 の'帥oZノの使役 動詞 の意 味分 化 を図 に示す と以 下 の通 り
で ある。




図3中 世韓 国語 の時期 の'伽oZ-'の使役動詞の意味分化
3.2.近代 韓 国 語 の 時 期
近代 韓 国語 の時期 に入 る と、'伽01-0ノと'伽01一痂ノの振 る舞 い は大 き く変化 した。 まず 、'歩
ωoZ一窃一1は、17世紀 以 降'fωoZ-11-'で現 れ 、以 前 の意 味用 法 と共 に"回転 させ る"とい う新 しい
用 法 を獲得 す る。
(7)碧01暑 司 叫(罎 綴 落 子)<16go言 睾語 類 解 下:23b>
ρ伽9∫fo1-Zf一勿
topturn-CAU-IND
「こ ま を 回 す 。 」
それ に対 し、1如01-oノは形態 的 に も活 用 上大 きな変化 を経 て 、意 味的 に も全 く新 しい意 味 の
"反留す る、 吐 く"への拡 張 を見せ る。
(8)a.15世 紀 呈 弓ヱfω01-o-kωo;暑oBω01一釦
b.17世紀 三 呈 ヱ ±ωol一ωo一たωo;暑 叫 ±ω01一ωo一θ,呈 叫 伽o厩
c.17世紀 三 旦 ヱ ±ωolμ一kωo;暑叫 ±ωo〃一β
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(8)は子 音 で始 ま る語 尾 お よび 母 音 で始 ま る語尾 との結 合 にお け る'如oZ-oノの活 用 上 の変
化 を表 した もので あ る。(8c)の よ うな変 化 は'如oZ-o-'がい わ ゆ る'lu1不規則 活 用 動詞 へ と
再 構 造 化 され た こ とを示 す 。 この 変化 に よ り、 接 尾 辞{+}の 活 用 上 の特殊 性 を失 い 、
'妙oZω0ノ
、 ない しは'伽01μノ自体 が、 もはや派 生動 詞 として把 握 され に くくな った もの と も
み なす こ とが で き る。
(9)は、"反鯛"の意 味 で使 われ た'±ωolμノの例 で あ る。
(9)査 司暑 王 呈 叫(倒 噛 、 回 食)<1690課 語 類 解 下:31a>
syoy翻π1伽oZ一ω0一加
cowchaffturn-CAU-IND
「牛 が ま ぐ さ を 反 留 す る。 」
"反鯛 す る
、 吐 く"の意 味 は本 来 の摂 取 の方 向 とは反 対側 へ の動 き を意 味 す る点 で 、以前 時
期 の'伽ol-0ノの持 った"転換"の 意味 とあ る程 度意 味 的 な関連性 を有す る。 この よ うな用 法 は、
現 代 の一部 の方 言 に残 され てい る。
18世紀 に至 る と、'fωoZμ一'の用 法 は非 常 に狭 め られ 、'fωoZ-1∫-1の用 法 は拡 大 して ゆ く。 こ
の時期 、'伽01μノの意 味 は、 自身 が15世 紀 か ら有 して きた基 本 的 な意 味で あ る"転換"と 、
最 も最 近形 成 され た派 生意 味 の"吐 く"に限 られ る。 そ れ に対 し、'如oZ-〃ノはそ の以 前 か ら
有 した"交代"、"伝達"、"分配"、"回転"の 意 味 に加 え、"転換"の 意 味 も示 す よ うに な る。
(10)紐 組01呈 暑 暑 α1暑(判升 ロ刊<17-一乙丙 燕 行 録9:30>
んω朋 ωθ所 駕ol躍 加Z-f-8± π1一θ初 一御卿
officerNOMhorseACCturn-CAU-ADVenter-GER-go-CONN
「官 員 が 馬 を 回 して入 るの に 」
実 の ところ、18世 紀 に"転換"の意 味 と して用 いた例 は(10)の 一例 に過 ぎず 、 さ らに 〈乙
丙 燕行 録 〉 とい う文 献 は18世 紀 の洪 大 容(1731～1783)が書 い た もの と して 知 られ て い
るが 、現存 す るの は19世 紀 にそ の子孫 が筆 写 した もの で あるた め、厳密 に は18世 紀 の変
化 の例 だ と言 うこ とには疑 問 の余 地 もあろ う。 しか し、'±ωoZ-1∫-1のこの よ うな用 法 は19世
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紀 の文 献 に全面 的 に範 囲 を拡 大 して現 れ るた め、18世 紀 か ら19世 紀 に至 る間 に この よ う
な意 味拡 張 が起 こった こ とは確 かで あ る。 した が って 、 この時 期 に な る と、'如oZ-〃ノは"転
換"、"回転"、"伝 達"、"交代"の 意 味 を担 い、'妙oZノの使 役動 詞 と して機 能す る よ うにな っ
た と も言 え る。
反 面 、'±ωolμ一1は、 もはや'±ωoZ-'の使 役 動詞 とはみ な しに く くな る。19世 紀 の 文献 で は
'如olμノが 単独 で"転 換"の 意 味 を表 す 例 はみ られ ず
、"返 す"の 意 味 を表 す'伽oZη一α一cωμ一
(lit.回して与 え る)'、'±ωol一岬 ωo朋y-(lit.回して 送 る)1の よ うな複 合 語 の 中に のみ そ
の痕跡 を留 め てい る。
(11)ユ 型 唄{≡{≡{}圃召肚 弄 ユ 王 呈 暑 耳 弄 唄叫 司 叫<1898毎 日新 報56号189&6.13>




「そ の 取 り立 て た お 金 を 麻 布 の 代 価 だ け払 い 、 元 に 返 した とい う。 」





「人 の も の を借 りて き て 送 り返 さず 」
しか しな が ら、 こ の よ うな 痕 跡 さ え も、19世 紀 末 か ら20世 紀 初 の 問 に"ωoZ-〃一'によ る複 合
語 の'如o域 一8-Cωμノ、'伽oZ-Z∫-8一ρω0雁ンノに 置 き 換 わ る。
(13)01暑 君{}羽 井 庚 製 ム 明(判 旨 λ信 到 囲1暑 目 手 唄 旨叶<1907京 郷 寳 鑑2:365>





「これ を誰 が 預 か っ て 、 どの 人 に 返 した の か 。 」
(14)ユ?}釧 入1手暑1斗 尋テ 釧早 司剋 到洲 暑 目旦 ㌧1司〈1897独立新聞2券141号1897.11.27.〉




「そ の 内 の 侍 従 を皆 韓 国 外 部 大 臣 に送 っ て 」
以 上 の よ うな'±ωol一諏 一卿0朋y-〉伽ol-〃-8一ρω0朋y-'への 変化 は 、'±ω01-〃一'が"転換"の 意 味 を
完 全 に獲得 した後 、 また は1伽olμノが"転換"の 意 味 を失 った 後 に起 こった。 これ は複 合動 詞
で ある'V-e-V'の構 成 の内部 を分 析 的 に認識 しよ うとす る話 者 の欲 求 の反 映 とも見 られ る。
一方 、19世紀 に'伽olπノは、"盗む"とい う新 しい意 味 へ の拡 張 も見せ る。
(15)石暑噌 唱司1L梱1暑(判フ杯司査晋 尋想{}暑叶7図 ユ7}叫7}<1986独立新聞1券87号
1896.1024.>
K加.C勿 μ脚y例gcψ8yπ θcy卿 観 一8-kθ一5媚
KimchyunmyenghouseLOCdayLOCenter-GER-go-CONN
syoたμ鯛 加 η5yθ御 μZ伽oZπ 一α たαc1一たoた α一燃 α
saltoneunitACCsteal-ADVtake-CONNgo-CONN
「キ ム チ ュ ン ミ ョン の 家 に昼 間 入 っ て 、 塩 一 石 を盗 ん で 持 っ て ゆ く途 中 」
"盗む"の 意 味 は主 に 〈独 立新 聞>1巻(1896)に 多 くみ られ る。 この用 法 は現 代 の全 南方
言 の'如olμ一'、'伽011一磁 〆 に繋 が る。"盗 む"へ の意 味 拡 張 は'妙oZ-0-/如μZ〆の意 味 で あ る
"巻く"に由来す る もの と考 え られ る
。 あ る対 象 を巻 い た結 果 、そ の対 象 が見 えな くな り、
こ こか らメタ フ ァー に よって相 手 に真 実 を 隠 して見せ ない 、す な わ ち、"騙す"に 拡 張 され
得 る。 中央 語 の1伽μ〃-8一吻 一(言い逃れ るlit.巻い て言 う)1のよ うな複 合動詞 は この"騙
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す"の意 味の反 映だ ともいえる。"盗む"は、 ここでまた、相手 を騙 して対象 を こっそ り取
る行為 とい うメ トニ ミー的に拡張 した意味 として捉 えられ る(崔 鐙承2009:284)。この よ
うな"巻く"→"騙す"→"盗む11の連鎖 的な意味拡張が全南方言に限 られ る現象なのか、それ
とも中央方言 にも起 こ りは したものの、 中央方言の場合 、"盗む"の意味はまた物ω脚 面 ノ
など他の語彙に置き換わったものなのかについては、更なる検討が必要である9。
3.3.小結
これ まで見 た'伽oZ-0ノと'如oZ読ノ及 びそ の後 代形 の意 味用法 上 の変 化 を、 現代 の形 態 も含
めて 図で表 す と以 下の通 りで あ る。 網 掛 け は'fωol一茄ノ及 び'fωol-Z∫ノの意 味領域 を表 す。
意味






































図4で 示 した よ うに'伽oZ-Z∫-1の意 味 拡 張 と1伽oZ-o-'の意 味の縮 小 には 、あ る方 向性 が見 ら
れ る。 中世 韓 国語 の 時期 の1如oZ読ノは"交代 す る"、"伝達す る"な ど、使 役 の程 度 の低 い意
味 を担 当 してい た。 それ に対 し1如oZ-0-'は、語 基 で あ る1如oZ-'の意 味 の"回転"と"転 換"に使
役性 が加 わ った使 役 動詞 と して の振 る舞 い を見せ た。 しか しなが ら、近代 韓 国語 の時期 に
入 って 、1舌ωoz一痂ノの後代 形 の'fωoz-z〆が1交代 、 伝 達"→"回転 させ る"→"転換 させ る"の一 連
の意 味拡張 に よ って1如oZノの使役 動 詞 と して の地位 を獲得 した。 その反 面 、1如oZ-0ノは本来
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の意 味領 域 を'如oZ-〃ノに侵 蝕 され 、 派 生 され た 意 味 で あ る"巻 く"、"吐 く"、"盗む"の意 味
用 法 のみ が残 され るこ と とな った。
この よ うな1±ω01-〃ノの意 味拡 張 の方 向は何 を示 してい るの で あろ うか。 以 下 で はHopper
andThompson(1980)の他 動 性(transitivity)の概 念 を用 い、 そ の方 向性 の解 釈 を試 み
たい。
4.他 動 性 と意 味拡 張
4.1.意味 的他動 性 の概 念
他動性(transitivity)とは、人間の言語 の諸現象を説明す る重要な概念の1つ である。
他動性に対する観点 には、大 きく2つ がある。1つ 目の形式的な観点は、他動性 を動詞 が
要求す る項の数 と、その項が取る標識 を中心に見よ うとす るものである。韓 国語の分析 を
例 にあげると、動詞 が必須 とす る項 が 目的格標識 一μZ/配(を)1を取ってい るかを基準 と
して、他動詞 と自動詞、あるいは自他兼用動詞を区別する。 このよ うな形式的な観点は、
他動性 を動詞 の属性 として捉 え、二分法的な概念 としてみなす ものである。
これに対 し、2つ 目の意味的な観 点は、我 々が他動性 に関 して持っている直観 によ り近
い。 この観 点 で は 、他 動性 を文 全般 の属 性 と して捉 え 、行 為者(agent)から対 象
(patient)へのあ る行為 が1伝え られ て(transfer)'影響 を及 ぼす もの と して定義す る
(HopperandThompson1980:252)。この定義によると、意志を有す る行為者が意図的
に行為 をすれ ばす るほど、対象 が全面的に影響を与 えられれば与 えられ るほ ど、他動性 の
程度が高い文であるとい うことになる10。重要なのは、 この観点 は他動性を二分法的な概
念ではな く、程度性 を持った連続的な概念 とす ることである。
HopperandThompson(1980)は、他動性が文の様々な要素に表われ ることを明 らかに
した。彼 らによると、対象が 目的語 として実現 され るのは、文 の他動性 を構成する多 くの
要素の中の1つ である。彼 らは、他動性の要素 として次のよ うな10項 の変数 を挙げて論
じた。すなわち、ある文が左側 の項 目を持つほど他動性 が高 く、右側 の項 目を持つ ほど他
動性 が低い とい うことを示 した。
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す なわ ち、文 に、二人 の参加 者 が表 れ(A)、 意志 を持 った行為者 が(H)意 図的 に
(E)、終わ りがある(C)瞬 間的に成 り立っ(D)行 為 を(B)し て(F、G)、 対象
が(J)大 きな影響 を被 る(1)場 合、その文 は高い他動性 を表わす とい うことである。
このよ うに、他動性 を意味的な概念 として捉えると、韓国語 の記述 において もいくつか
の利点がある。その1つ が、2節 で見た使役構文の2つ の類型に対する説 明である。 これ
まで短形使役 と長形使役の差 として指摘 されてきた直接性/間 接性 、 指示性/調 整性 、
同時性/時 差性、完結性/未 完結性 な どの差 は、全て他動性 の差 とすることができる(金
圭哲2001/2005:394-406)。
使役構文 は、概念的に他動性の高い構文である。 なぜな ら、表1の 他動性の変数に照 ら
してみると、使役構文の表す事態 には必ず、少な くとも二人以上が参与 し、一人の参与者
の触 発 した行為 に よって、他 の参 与者 はそ の影 響 を受 け るた めで あ る(Hopperand
Thompson1980:264)。韓国語の短形使役 の特徴 として述べ られた直接性 、指示性 、原 因
事件 と結果事件の同時発生性 、行為の完結性 などは、 この他動性の高い文の特徴 と同様 で
あ り、典型 的な使役だ ともい える。一方、使役の事態ではあるものの、相対的 に他動性 の
低い表現が求 め られ る場合 もあ り得 る。っま り、使役主の意図性が低い とか、間接的に影
響 を受 けるとか、被使役主がその影響 を少 しだけ受 けるとか、あるいはあま り影響 されな
いなどといった場合の表現がそれ にあたる。 このよ うなこ とは、ま さに長形使役 の特徴 と
して言及 されてきたものである。
勿論、韓国語 には 目的語の指示性(referentiality)や被影響 性、主体の意思やアスペク
『言語科学論集』第18号(2012)113
トなどを形態 ・統語論的に明示的 に表す標識 はない。 したがって、短形使役 と長形使役 の
差 として指摘 し得る他動性の程度 を客観的に証明す るのは難 しい。 しか した とえそ うであ
って も、実際に話者は直観的にその他動性 の差を知 り、それを言語 で表現 しているもの と
考 えられる。
4.2.'伽oZ-Zfノの意 味拡 張 と他 動性 の獲 得
本節 では、前節 で示 した文を中心 に、'伽oZ-〃ノの意味拡張が他動性 を獲得 してい く方 向
性 を持ってい るとい う点 を示 したい。 まず、'伽o彫ノが"交代 に"の意味で用 い られた例 を
分析 してみ る。
(16)=(6)♀司z}4刈 ユ 耳 ス}ヱ 暑 司 月 司 旦 ろ 司 月 呈 司71ス3<1517翻 言睾老 乞 大
上:25a>




「我 ら各 々少 し寝 て 、 交 代 に 起 き て勤 勉 に 馬 を飼 お う。 」
(16)で見 られるよ うに、 目的語は明示的には現われ ないが、'番(回)、順番 、手順1などが
想定できる。実際に、'卿 如oZ-1∫吻 砺番(lit.番回す)'(1790蒙語類解 上:39a)のよ
うな例 も現われ る。 このよ うな名詞 は抽象的なものであ り、回す行為 による何 らかの影響
を受けるとは考 え難い。 目的語 として現れた対象は、順番 を交代す るとい う行為 自体が抽
象的 なものであ るため、行為 の瞬 間性やアスペ ク トについて も論 じ難 い。 したがって、
"交代す る"の意味は、非常に他動性が低い といえる。
使役 の定義 に照 らしてみ ると、 このよ うな"交代する"の意味の文には、被行為者 も現れ
ず、対象である順番 が行為による何 らかの影響を受けないため、使役 とは認 め難い。'伽ol-
11ノが最初に有 していた意味が、 この ような他動性の低 いものだ とい う点 については、裏 を
返せば、ま さにその意味 を担 当す るために1如01-〃ノが派生 された もの と解釈す る余地 もあ
る。既存の使役動詞である'伽oZ-oノが高い他動性の文脈 を担 っているため、よ り抽象的な、
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他 動性 の低 い文 脈 を表 現す るた め に、新 しい派 生語 が 要求 され た の だ ろ う。 お そ ら くそ の
際、 中世韓 国語 の時 期 に使 役 接 尾辞 と して広 く使 われ て いた{≠}が 、そ の派 生 の候 補 に挙
げ られ た ので あ ろ うと思 われ る。
この よ うな仮 説 は、 現代 韓 国語 の"ωoZ-〃ノが そ の 当初 の意 味 で あ る"交代 す る"の意 味 と
して は使 われ ない とい う点 に も合 致す る。 現代 に は'伽oZ-〃ノが高 い 他 動性 の意 味 を担 って 、
典 型 的 な使 役 動詞 と して機 能す る よ うにな った た め、他 動性 の低 い"交代 す る"の意 味 と し
て は、使 われ る こ とが で きな くなっ た ので あ ろ う。 現代 韓 国語 で"交 代す る"の意 味 を表 す
た めには 、'伽oZ一α初 一(lit.回っ て行 く)'、も しくは 初 η一肋Z-(lit.番変 える)'を用 いて い る。
'伽01一θ初 ノが"交代す る"の意 味 を表 す よ うに な ったの は 、お そ らく'伽o彫ノが高 い他 動性 の
意 味 を獲得 した以後 と考 え られ る11。
次 に、"伝達 す る"の意 味 と して使 われ た'±ωol-〃ノの例 を見 よ う。
(17)=(5)舎01皇し干E[…]薯 刈1蔦旦・ム1暑01τ弓 薯 τ斗交 剋・司 暑o→<1518番飛言睾4＼學10:32a>
SOηfo一 朋40η[…]加 たS8罪8η一畝foZ一 ωf一解y餉o㍑ βSO5ρθη一S1㍑01一ωf-8
guestNOMcome-COND[_]orthreet㎞es-PLtum-CAU-CONNor丘vet㎞es-PL
tum-CAU-ADV
「客 が 来 た ら、[..」あ る い は 三 回ず つ め ぐ ら し、 あ る い は 五 回ず つ め ぐ ら して 、 」
"伝達す る"の行為の対象は、(17)では明示 されていないが、杯である。 これは順番 とい
う抽象的な名詞 よりは、具体性 と個別性 を持つ ものを指す名詞 であ り、動詞 の行為 によっ
て位置 の移動 とい う影響 を受ける。 しか し、その行為は次 に挙 げる"分配"に比べる と、持
続性 の差がある。"分配"の場合 は、複数の対象の移動が一回に終わるが、"伝達"の場合 は、
対象の移動が繰 り返 されて一定の経路 に沿って元の位置に戻ることが前提 となる。
"分配"の例を見 よう。 これ は(18)のように'如01-o-'が担っていた意味であった。
(18)=(3)早唄 像3唱 司 ユ司令81目]二1斗叫司 暑皇 暑叫 供養 ξ令冒1<1447繹譜詳節
24:10b>





「仏 様 の 像 を沢 山描 き 申 し上 げ 、 他 の 国 に 等 し く回 して 供 養 し 申 し上 げ 」
(18)で"分配"の 対 象 は明示 され て い ない が 、文 脈 上'仏の像 とい う個 別性 を持 っ名 詞 で
あ る。 こ こで は"分配"と い う行 為 に よっ てそ の位 置 が移 動す る。 上 に述 べ た よ うに、"分
配"は 一気 に終 わ る行為 であ り、"伝達"に比 べ て相 対 的 にtelicのア スペ ク トを持 ち 、そ の
意 味 は高 い他動性 を有す る ともい え る。
この よ うな差 は、現代 韓 国語 の'如oZ-1∫-1と'伽oZ一舵y肋 一'の使 い分 けか らも見 られ る。
(19)a.5ωμZC朋μ1伽oZ-1f一加;5ωμZC朋μ1伽oZ-kθy肋一'β
「杯 を 回 す 」;「 杯 を 回 らせ る 」
b.s1η御ω朔 π1伽01-1f-fθ;冨胴 ω朔 π1伽01一た8y肋 一如
「新 聞 を 回 す 」;「 噺 聞 を 回 らせ る 」
(19a)"伝達"の例、(19b)は"分配"の例 として挙 げ られた ものである。(19)で見 るよ
うに、"伝達"の場合 は短形使役構文でも、長形使役構文で も表現 され るが、"分配"の場合
は短形使役 のみ使 われて、長形使役構文は使 うことができない。短形使役 と長形使役が、
それぞれ他動性の差 を反映す る方策 であるのな ら、(19)のような振 る舞いは"分配"の場
合が"伝達"より高い他動性 の意味を表すためであるとい う解釈ができる。
最後 に、"対象 の方 向を変える"の意味の例である(20)を見 よう。
(20)ニ(10)招割01呈{}暑 明 暑 司7}ロ刊<17-一乙 丙 燕 行 録9:30>
たω例 ω8η励01μ1加Zイー8歩μ1-8知一脚y
officerNOMhorseACCturn-CAU-ADVenter-GER-go-CONN
「官 員 が 馬 を 回 して 入 る の に 」
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(20)のよ うに'馬'など、具体的な対象 が"転換"とい う行為 によって向か う方 向が変わる
とい う影響 を受 ける。"転換"の行為はtelicなアスペ ク トを有す る意図的な行為である。 し
たがって、"対象の方向を変 える"とい う意味の構文 は、高い他動性 を持ってい るといえる。
結局、図3の 意 味分化は他動性の差 を反映 し、図4に 示 した'如01-Z∫ノの意味拡張の方向
は、低い他動性の領域か ら、徐 々に高い他動性の領域への変化 だ といえる。 この点 を合 わ
せて表す と以下の ようになる。
意味領域 交代 伝達 回転 分配 転換
'如01-〃ノの 意 味 拡 張
)
他動性 低 い7高 い
図51伽oZ-lfノの意 味拡 張 と他動性 の関係
4.3.'5α1-1fノの意 味 拡 張 と他 動 性
最後 に、3つ 目の問題 を考 え る。つ ま り、 図5に 示 した意 味拡 張 は、'±ωol-〃-1とい う個 別
的な語 に限 られ る変化 な のか 、そ れ とも使 役接 評 一1∫ノに関 わ ってい る 文 法 的 な次元 の変 化
なの か、 とい う問 いで あ る。 これ に関 し、本 稿 で は まだ結 論 を 出す こ とが で きて い ない。
だが 、'伽ol-Z∫ノの意 味 拡張 と非 常 に類 似 した様相 を'5βZ-〃ノの場 合 に も見 る こ とがで き る こ と
を指摘 してお き たい。'5泌(生 、居)'も 後 期 中世韓 国語 の 時期 、'5泌oノと'5αZ-!πノとい う2
つ の使 役 動詞 を持 って いた。 これ らはそれ ぞ れ"生 かせ る"、"居 させ る"とい う意 味 を持 っ
てい た と され てい る(李 基文1972:161、安 乗禧 ・李]光錆1990:134)。次 の例 を見 てみ よ
う。
(21)川 △卜 手 囚 三 旦 望 引 月 斗01叫F≡ 亙 弓 ヱ 叫(我 不 惜 死 乞 猛 此 見)<1481
三 綱 行 實 圖 一ロ ン ドン本 孝:20>
朋yzαcω 敵 一8如o脚 嬬 々一た翻 ωα ∫ 曲1μZ5σ1-o一たω01α
1st.SG.NOMjustdie-ADV-INTSfair-CONNthissonACClive-CAU-OPT
「私 は 死 ん で もか ま わ な い け ど も、 この 息 子 を 活 か して くれ る よ うに と。 」
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(22)孟 母1月 弓社 ⊆101眞 實 呈 升 司 脚 叫 Σ 杢}甚 ⊆1叫 言 入1ユ<1475内 訓3:13a>




「孟 子 の 母 が お っ しゃ る に は 、 こ こ は 真 に 息 子 を 居 ら し め る べ き と こ ろ で あ る とお
っ し や っ て 」
(23)白 馬 ≡寺1叫 墓 望01旦 母 早 弄 皇 讐 司1蚕 入1ヱ<1459.月印 繹 譜2:67a>





「白 馬 寺 と い う寺 を建 て て 、 二 人 の曾 を住 ま わ せ て 」
(21)は"命を助 け る、生 かす11とい う意 味の'sβ1-o-'の例 であ り、(22)は"あ る ところ に住
まわせ る、居 させ る11の意 味の'5π1読一1の例 で あ る。(23)は(22)と 同 じ文脈 で、長 形 使
役 の'-k8yんo-'が用 い られ た例 で ある。1伽01-'の2つの使役 動 詞 と同 じ く、'5β1-o-1と'5θ1-1π一'の
関係 も他 動1生の 差 と して解釈 で き る。 なぜ な ら、"命 を助 け る、生 か す"の場 合 は対 象 の生
命 に直接 関 わ って い るた め、行 為 に よる対象 の被 影響 性 の程 度 が 高 く、"住 ま わせ る"の場
合 は、た だ対 象 の居 場所 を指 定す る点 で行 為 に よる対象 の被 影 響性 が低 い か らで あ る。 他
動性 の低 い意 味 は(23)で 見 られ る よ うに 、'一吻 々oノの よ うに統 語 的 な使役 と して も表 さ
れ た。
この よ うな意 味領 域 の 分 担 は、 近代 韓 国語 の時 期 に入 って変 化 した。 そ の様 相 は'伽olノ
の使 役 動 詞 の変 化 と酷 似 してい る。18世紀 以 降 、'5α1一痂一1の後代 型 で あ る15α1-Z∫-1は"居させ
る"の意 味 と共 に"生かす"の意 味 と して も使 われ 始 め る。 例 は以 下 の通 りで あ る。
(24)叫日11斗司 旨立 月 里君 司 鴛 司査 ス1<1797五倫行實 圖 孝:32b>
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ψ 朋 耐 π燃 一纏 μ1一た8伽y5βZ-〃-5yosy8
fatherageNOMold-CONNwish-CONNlive-CAU-OPT
「父 が年 老 い て い る の で 、 乞 う ら くは 命 を お 助 け て 下 さい 。 」
その反 面 、'5βZ-o-1は、'5α1一ωo-'、15β1ωo-1、'5伽一1などの語 幹再 構造 化 を経 て 、18世紀 まで は
"命を助 け る"の意 味 と して使 われ た
。 だが 、19世紀 に入 る と、そ の よ うな用 法 が急激 に減
り、'5αZo-c卿一(生け捕 る)'の よ うな複 合 動詞 の 中 にだ け見 られ る よ うにな る。 一方 、19世
紀 にな る と、'認一Z∫ノが"住 まわせ る"の意 味 と して用 い られ た例 は、 ほ とん ど見 られ な くな
り、 専 ら"命を助 け る"の意 味 用法 だ け有 す るよ うに な る。 これ は現代 韓 国語 で も同様 で、
"住まわせ る"の意 味 を表 す た めに は
、長形 使役 を使 う必要 が あ る。
これ まで見 た'sal-o-'と'saZ-1π一'及び そ の後代 形 の意 味 用法 上 の変 化 を図 で表 す と、以 下 の
通 りで ある。網 掛 けは'sal一茄一1及び'sal-Z1-'の意 味領 域 を表 す。
時期 使住 使生
15世紀 5πz一茄 一 5σZ-o一





図61sal-(生)'の使役 動詞 の意 味分化 とその変化
本来、他動性の高い意味領域を担 っていた'5αZ-oノに比べて、他動性の低 い意味を担当 し
ていた'認一11ノが、徐 々に他動性の高い意味を表す よ うにな り、本来'認一〇ノの持っていた意
味領域 を奪った。その結果、 自身が元々有 していた他動性の低い意味 としてはも う用い ら
れ なくなる、あるいは、用い られ ることができなくなる とい う様相は、先に見た'伽olノの
使役動詞の変化 と類似 している。 この2つの事例は、派生接辞1-1fノの用法の拡大 と、意味的
な他動性 との間の相関性 を示唆す るものである。
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5.結論
本稿 は'如olノの使役動詞 の歴史的な変遷過程 を示 し、以下の点を明 らかにした。
1)後 期 中 世 韓 国語 の 時 期'如oZ-o-'は高 い 他 動 性 を 表 し、'如oZ-1π一'は他 動 性 の 低 い 意 味
領 域 を 担 っ た 。
2)1fω01一茄 'の後 代 形 の'±ω01-1∫-1は、 近 代 韓 国 語 の 時 期 以 来 、 徐 々 に 他 動 性 の 高 い 意 味
も表 現 す る よ うに な り、1如01-o-'に代 わ る'歩ωoZ-'の使 役 動 詞 と な っ た。
3)こ の よ うな1-i-}によ る 派 生 動 詞 の 意 味 変 化 は'5αz-!五一>5αz-1∫-11こもみ られ る。
これは従来 、語彙 的な次元にお ける意 味の差 としてのみ扱 われて きた2つの種類の使役動
詞 とその変化が、文法的な次元において扱 われ るべ きものであることを示唆す る。
本稿 において議論す ることのできなかった、残 され た課題 について述べると次 の通 りで
ある。1点目は、接尾辞{-o-}による使役動詞 を持つ1k∫1-1、'η∫Z-1、'∫1-1についての研究の必要
性である。相対的に古形である と考 え られ る{-〇一}派生 に関す る前期 中世韓 国語 、古代韓 国
語への遡及的な研究 と共 に、方言に関す る調査 も必要である。2点目に、接尾辞{ゼー}によっ
て派生 され た動詞 の意味 とその変化 に関す る綿密 な検討 が必要である。3点目に、今 まで
意味の差が無い とみなされて きた双形 の使役動詞 の意味及び用法の差についての更なる検
討が必要である。 そ して議論の範囲を拡大 し、韓国語の使役動詞の派生 とその変化全般 を
通時的な観点か ら議論す る必要がある。
注
*本 稿の一部は、京都大学人間 ・環境学研究科(言 語科学講座)
として1年間滞在 した際に行 った研究に基づいている。
山梨研究室に交換留学生
1本 稿 の ロー マ字 表記 はYaleRomanizationに従 う。 異表 記 の 多 い近代 資 料 の場 合 、 そ の
異表 記 をそ のま ま転 写 して おい た。 特 に 、'01は'・'、'U1は'一'を表 し、'WO1は'⊥'、'WU'
は'T1を表 してい る点 に注意 され た い。
2仏 典 の翻 訳 文 献 の場 合 、CBETA中 華電 子 仏 典 協会(http:〃www.cbeta.org/index.ht
m)を 参 照 し、 で き る限 り漢文 の 低経 と して推 測 され る経 典 を探 して 比較 した。 そ の過
程 で河崎 啓剛 氏 に多大 な ご助力 を頂 い た。
3'○'の 音価 につ いて 、文字 通 り'零'として見 る場 合 と、1[町の摩擦 音 を表 した と見 る見解
が あ る。 本稿 は語 中の'○'につ いて は、[k】の 弱化 した 圓 として捉 え る見解 に従 う。
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4例 外 的 に、'た如μZ-f-'と'k如μZ一ωμ一'、初 βc一ん1-'と'解θc一んωoノ、'如of一履一'と'如o助ωo-1、'観cか
∫ノと'観cかωμノの よ うな例 が挙 げ られ るが、 一部 は意 味 の差 が あ る と さ れ る(具 本 寛
1998:276)0
5金 星奎(1995)の再構 に よる と、1伽π1μ一(巻 く)1、1ρωμ1μ一(潤、殖 やす)1、'81π一(嬰
る)1、'ωμZ砕(胞障 、 叫ぶ)'の場 合 も接尾 辞{-o-}によって派 生 され た動詞 と して見 る
可能 性 もある。
6中 世韓 国語 に は音 の高低 に該 当す る声 調 とい う概 念 が あ り、 文献 の表記 上 それ を傍 点
と して表 した 。平 声 は無 点 、去 声 は一 点 、上 声 は二 点 で表記 し、入 声 は別 途 の表 記 をせ
ず 、平 上去 と同 じ く表 した。 一 方 、 あ る語 の語 幹 の 声調 が活 用 に関 わ らず 、 自身 の声調
を維 持 す る場 合 、 固定 的な 声調 と呼び 、活 用 に よ って変 動す る場合 、 流動 的 な声 調 と呼
ぶ。 流動 的 な 上声 とは、例 えば語 幹 で あ る'暑一(twol)1が、':暑・ヱ(twol.kwo)1のよ うに
子音 の始 ま る語尾 の前 で は上 声 を維 持 し、'三・叫(two.la)1のよ うに母 音 の始 ま る語尾 の前
で は平声 に変 わ る場合 、 そ の語 幹 の声調 を指 す用 語 で あ る。
7'±ω01-o-'は、所 謂 特殊語 幹 交替 を見 せ る動詞 で あ る。 特殊 語 幹交 替 とは、'伽ol-o-'が活 用
す る時 、子 音 で始 ま る語尾 や 助詞 の 前 では'三弓ヱ(伽01-0一たω0)1のよ うに、 母音 の始 ま
る語 尾 や助 詞 の前 で は'暑叫(伽oZ一諏)'の よ うに活用 す る現 象 を表 す 用語 で あ る。 この
よ うな 交替 に は 四種 が存す るが、 いず れ も二音 節 で平 平形 の声調 を持 ち、1-o/〆末音 を有
す る とい う共 通 点 が あ る。 悔 ωol-okノの よ うな 古形 を再 講す る こ との で き る もの で あ る
(李 基 文1962)。
815世 紀 の'○[町は摩擦 音 の音価 を徐 々 に失 い、16世紀 に入 る と、 もはや 完全 に失 われ る。
だ とす る と、16世紀 に見 られ 始 め る(5)、(6)の例 の'○'を'[町の音 価 を有 す る もの と見 る
こ とは難 しい。 しか し、本稿 では1伽01一溜一'も4.3で扱 う'sβ1一痂一1と同 じく、15世紀 か ら存 在
した語形 で あ り、(5)、(6)の'○'を1[町と して捉 え る こ ととす る。
9〈 独 立新 聞 〉の社 長兼 主筆 で あっ た徐載 弼(1864～1951)の母 の 実家 が全 南 の宝城 とい
う事 実 に鑑 みれ ば 、 この よ うな'如oZμノの用法 を全 南 方言 の反 映 と してみ なす 余 地 も ある
(崔錐承2009)。
10Nおss(2007)では 、行 為者 が典型 的 な行為 者 で あ るほ ど、 ま た対象 が典型 的な対 象 で
ある ほ ど、他 動性 が 高い とい うこ とが示 され て い る。
11'±ωo厩一k〆は 中世 韓 国語 の時期 か ら、主 に"帰 る"の意 味 で使 われ る。 また 、17世紀 以
降 、"進行 してい く"の用 法 も見 られ る。 しか し、"交代 す る"の意 味へ の拡 張 はつ い最 近
の ことだ と思 われ る。 文献 上"交代 す る"の例 と見 な され るのは次 の一例 のみ であ る。
重 等喜01求 蚕明 三 司ツ壮:致 仕官 ○]皇 重 等 喜 ○]剤 司 三 司一井 と 致仕 官 ○]皇 ま 等
薯01坐 ヌ}三 叫升 と 致仕 官01月 叫 司 昊 洲 叫(一 等 是求 回的 致仕 官 一等 是差 回 的致仕
官 一等 是起 回的 致仕 官 不 知 雨位相 公)<1721五倫 全備 言解8:36b>)
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